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広島県●広島平和クリニック

―
広
島
平
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
沿
革
と
概
要
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

広
島
平
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
２
０
０
５
年
に

が
ん
ド
ッ
ク
先
端
医
療
健
診
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー

プ
ン
し
、
広
島
初
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
を
中
心
に
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
エ
コ
ー
な
ど
を
併
用
し
た
精
度
の
高

い
が
ん
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

私
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
設
立
当
時
か
ら
放
射
線

治
療
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
き
ま
し
た
が
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
隣
接
地
を
取
得
で
き
た
幸
運
も

あ
っ
て
、
放
射
線
治
療
に
特
化
し
た
高
精
度
が

ん
治
療
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
し

た
の
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
化
に
も
注
力
し
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
広
島
大
学
放
射
線
治
療

科
の
永
田

靖
教
授
や
同
脳
神
経
外
科
の
栗
栖
薫

教
授
、
顧
問
と
し
て
米
国
Ｍ．
Ｄ．
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

が
ん
セ
ン
タ
ー
放
射
線
治
療
部
コ
マ
キ
・
リ
ツ

コ
教
授
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

N
o
v
a
lis
T
x

は

最
先
端
技
術
を
集
約
し
た

高
精
度
放
射
線
治
療
総
合
シ
ス
テ
ム

―
放
射
線
治
療
シ
ス
テ
ム
と
し
て「N
ovalis

Tx

」

を
導
入
し
た
理
由
と
、
そ
の
特
長
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

最
新
型
の
高
精
度
放
射
線
統
合
治
療
シ
ス
テ

ム
「N

ovalis
T
x

」
は
、
米
国V

arian

社
の
リ
ニ

ア
ッ
ク
最
高
機
種
「T

rilo
g
y

」
と
ド
イ
ツ

最新型放射線治療装置を導入、
世界最高水準の

高精度放射線治療による
がん専門クリニックをオープン

広島平和クリニックは2009年10月に高精度がん放射線治療センターをオープン。
最新型の放射線治療装置の導入に加え、医学物理士をはじめレベルの高いスタッフを揃えて、
地域密着型の放射線治療の拠点づくりを目指す。同クリニック院長の廣川裕氏とスタッフに、

今後の放射線治療体制と同クリニックの取り組みについて聞いた。
また、同クリニックのアドバイザーで、広島大学放射線科教授の永田靖氏に、

日本の放射線治療の現況と今後についてインタビューした。

新　医　療　2009年12月号 （10）

高精度放射線治療統合システ
ム「Novalis Tx」。開放的で
明るい治療室で、ゆったりと
安心できる診療サービスを提
供している

廣川裕（ひろかわ・ゆたか）氏
1952年広島県生まれ。77年広島大
学卒。広島大学医学部放射線科助
教授、順天堂大学医学部放射線科
教授を歴任、05年9月より医療法人
社団葵会広島平和クリニックがん
ドック先端医療健診センターに勤
務。現在に至る

広
島
平
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

廣
川
裕
氏
に
聞
く
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は
最
良
の
選
択
だ
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

―
高
精
度
な
放
射
線
治
療
を
行
う
に
は
、
医
学

物
理
士
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
を
揃
え
る
こ
と
が
重

要
で
す
が
、
人
材
確
保
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な

ご
苦
労
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

放
射
線
治
療
に
特
化
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
運

営
す
る
に
あ
た
り
、
医
療
の
質
に
つ
い
て
広
島

の
み
な
ら
ず
、
世
界
最
高
水
準
で
あ
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
を
リ
ク
ル

ー
ト
す
る
と
同
時
に
、
Ｍ．
Ｄ．
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が

ん
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
留
学
し
て
も
ら
っ
た
の
で

す
。
世
界
の
最
先
端
医
療
を
学
ん
で
き
て
も
ら

う
こ
と
で
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
診
療
の
質
を
高

め
て
も
ら
う
こ
と
を
狙
っ
た
の
で
す
。
彼
ら
に

と
っ
て
も
非
常
に
得
が
た
い
キ
ャ
リ
ア
を
積
む

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
を
活
用
し
た

放
射
線
治
療
計
画
を

２
０
１
０
年
よ
り
実
施

―
Ｐ
Ｅ
Ｔ
分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
な
ど
に
も
取
り

組
ま
れ
る
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
概
要
を
ご
説
明

B
rainL

A
B

社
の
「N

ovalis

」
を
統
合
し
、
そ
れ

ら
を
さ
ら
に
高
機
能
化
し
た
高
精
度
放
射
線
治

療
シ
ス
テ
ム
で
す
。

最
先
端
技
術
に
よ
る
高
精
度
の
患
者
位
置
決

め
技
術
を
は
じ
め
、
世
界
最
小
幅
の
マ
イ
ク
ロ

Ｍ
Ｌ
Ｃ
に
よ
る
、
精
細
か
つ
鮮
鋭
な
ビ
ー
ム
形

成
、
高
出
力
を
持
つ
リ
ニ
ア
ッ
ク
、
最
新
の
Ｉ

Ｍ
Ｒ
Ｔ
技
術
（R

apidA
rc

）
と
画
像
誘
導
技
術

（
Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
）
と
統
合
す
る
こ
と
で
、
頭
蓋
内
、

頭
頸
部
、
脊
椎
、
肺
、
肝
臓
、
前
立
腺
な
ど
の

幅
広
い
領
域
の
病
変
を
治
療
で
き
ま
す
。

特
に
脳
神
経
外
科
領
域
で
は
、
原
発
性
脳
腫

瘍
や
脳
転
移
な
ど
の
頭
蓋
内
病
変
に
対
し
て
、

ピ
ン
固
定
不
要
な
非
侵
襲
的
シ
ス
テ
ム
で
あ
り

な
が
ら
、
ピ
ン
固
定
と
同
等
の
高
精
度
な
定
位

放
射
線
治
療
な
ら
び
に
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
が
可
能
で
す
。

計
画
段
階
で
は
、
多
く
の
放
射
線
治
療
装
置

を
検
討
し
ま
し
た
が
、
従
来
の
放
射
線
治
療
装

置
を
ベ
ー
ス
に
、
そ
の
延
長
線
上
で
高
精
度
放

射
線
治
療
が
で
き
る
装
置
と
い
う
条
件
で
選
択

作
業
を
進
め
ま
し
た
。
最
終
的
に
定
在
波
型
加

速
管
を
持
ち
、
安
定
し
た
線
量
を
出
力
で
き
る

V
arian

社
の
「T

rilogy

」
にB

rainL
A
B

社
の
治

療
シ
ス
テ
ム
を
組
み
込
ん
だ
「N

ov
alis

T
x

」

（11） 新　医　療　2009年12月号

高精度がん放射線治療センターでは廣川院長をは
じめ、医学物理士１名、診療放射線技師３名が治
療に当たる

広島平和クリニック受付。一流ホテルを思わせる
「ゆったりとくつろいだ空間」とコンシェルジュに
よる「心のこもったサービス」を提供し、快適な
がん健診を実施。

く
だ
さ
い
。

具
体
的
に
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
新
し
い
画
像
再
構
成
法
や

呼
吸
同
期
シ
ス
テ
ム
を
得
て
、
画
質
を
改
善
さ

せ
、
そ
れ
を
最
新
の
放
射
線
治
療
用
ワ
ー
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
精
度
の
高
い
治
療
計
画
を
作
成
し
、

そ
れ
を
治
療
装
置
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
ま
す
。

目
玉
と
し
て
は
、
11

Ｃ
／
18

Ｆ
多
目
的
標
識
化
合

物
合
成
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
分
子

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
の
新
分
野
を
開
拓
し
ま
す
。

従
来
の
Ｆ
Ｄ
Ｇ-

Ｐ
Ｅ
Ｔ
で
は
診
断
困
難
で
あ

っ
た
頭
蓋
内
病
変
を
、
11

Ｃ-

メ
チ
オ
ニ
ン
で
画
像

化
す
る
脳
腫
瘍
Ｐ
Ｅ
Ｔ
、
18

Ｆ-

Ｆ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
腫

瘍
と
炎
症
の
鑑
別
、
18

Ｆ-

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
よ
る
低
酸

素
領
域
の
描
出
な
ど
、
新
プ
ロ
ー
ブ
に
よ
る
腫

瘍
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
を
行
っ
て
、
放
射
線
治
療
に

応
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。
来
年
１
月
か
ら
は
、

ま
ず
脳
腫
瘍
Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
診
療
の
方
針
や
目
標
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

周
辺
の
医
療
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

W
inW
in

の
関
係
を
構
築
し
た
い
で
す
ね
。

現
在
、
広
島
地
域
の
放
射
線
科
医
や
各
診
療
科

の
医
師
た
ち
が
、
特
に
困
っ
て
い
る
の
は
脳
腫

瘍
に
関
す
る
治
療
で
す
。

こ
の
領
域
は
、「N

ovalis
T
x

」
が
も
っ
と
も

得
意
と
す
る
領
域
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
脳
腫
瘍
、
そ
し
て
頭
頸
部
へ
と
適
応
を
広
げ

て
い
き
、
１
年
で
と
り
あ
え
ず
１
０
０
例
く
ら

い
を
目
標
に
診
療
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

医療法人社団葵会
広島平和クリニック
の概要

医療法人社団 葵会は、東京
都・千葉県・広島県に多くの病
院や診療所、老健施設を設け、
地域の多様な要望に答えるべく
地域に根ざした医療を展開して
いる。
広島平和クリニックは、葵会
のフラッグシップとして、2005
年7月に開業。広島県で初の
PET/CTを導入し、がんドック
の他に、腫瘍の良悪性鑑別・が
んの病期診断・再発転移診断な
ど、各医療機関との連携のもと、
地域のがん診療の一翼を担って
きた。
最先端の放射線治療システム
を導入して先進的な放射線治療
に特化した統合的ながん専門ク
リニック運用を行うため、2009
年10月より高精度がん放射線治
療センターを開設。放射線治療
の専門施設として、優秀なスタ
ッフと最新の設備を揃え、また
地域医療機関との連携により21
世紀の最先端医療を目指す同セ
ンターには、県民・市民から大
きな期待が寄せられている。

所在地：広島市中区河原町1-31
7：0120-656-661
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こ
と
が
す
べ
て
で
き

る
優
れ
た
装
置
で
す
。

ま
た
、
従
来
で
は

固
定
多
門
照
射
で
行

う
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
、
装

置
を
回
転
さ
せ
な
が

ら
照
射
を
実
施
す
る

『R
ap
id
A
rc

』
に
よ

っ
て
治
療
時
間
を
短

縮
し
、
患
者
さ
ん
の

負
担
を
軽
減
さ
せ
る

な
ど
、
大
き
な
魅
力

も
兼
ね
備
え
て
い
ま

す
」「N

ovalis
T
x

」
に

は
、V

arian

社
の
リ
ニ

ア
ッ
ク
「T

rilogy

」
を

搭
載
。
「T

rilogy

」
は

１
０
０
０
Ｍ
Ｕ
／
分

の
照
射
線
量
率
を
も

ち
、
再
現
性
が
０
・
１
％
以
内
と
、
安
定
し
た

放
射
線
出
力
を
実
現
し
て
い
る
。

「N
ovalis

T
x

」
は
、
中
央
部
に
２
・
５
㎜
幅

の
マ
イ
ク
ロ
Ｍ
Ｌ
Ｃ
、
両
端
部
に
５
㎜
幅
の
Ｍ

Ｌ
Ｃ
を
持
ち
、
最
大
22
×
40
㎝
の
照
射
野
を
実

現
。
従
来
装
置
に
比
べ
、
大
き
な
が
ん
病
巣
に

も
対
応
可
能
だ
。

「
Ｍ
Ｌ
Ｃ
は
、
た
だ
薄
い
だ
け
で
な
く
、
材
質

に
タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
含
有
量
を
多
く
す
る
な
ど

の
工
夫
に
よ
り
、
漏
れ
線
量
を
抑
え
、
よ
り
シ

ャ
ー
プ
な
線
量
分
布
が
得
ら
れ
ま
す
。
こ
の
点

が
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
期
待
し
て
い

る
点
で
も
あ
り
ま
す
」（
小
野
氏
）

「Novalis Tx」のＭＬＣ。中央部は世界最薄の2.5㎜
幅のマイクロＭＬＣを採用、22×40㎝の広い照射
野をカバー

「N
ovalis

T
x

」
に
よ
る
治
療
風
景
。
１
回
の
治
療
時

間
は
、
10
〜
20
分
程
度
で
終
了
、
高
精
度
の
放
射
線

治
療
を
迅
速
に
実
施

広
島
平
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
高
精
度
が
ん
放
射
線

治
療
セ
ン
タ
ー
に
は
、
診
療
放
射
線
技
師
４
名

が
勤
務
し
て
い
る
。

医
学
物
理
士
で
あ
る
同
セ
ン
タ
ー
の
小
野

薫

氏
は
、
Ｊ
Ａ
広
島
総
合
病
院
で
放
射
線
治
療
に

携
わ
り
、
02
年
か
ら
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
同
病
院
で
実

施
す
る
な
ど
、
国
内
に
お
け
る
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
パ

イ
オ
ニ
ア
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
。

小
野
氏
は
、
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
高
精
度
が
ん

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
に
あ
た
り
、

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
移
籍
。
08
年
４
月
よ
り
米
国

Ｍ．
Ｄ．
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
ん
セ
ン
タ
ー
、
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
に
留

学
し
て
世
界
最
先
端
の
放
射
線
治
療
を
学
び
、

08
年
６
月
に
帰
国
し
、
高
精
度
が
ん
放
射
線
治

療
セ
ン
タ
ー
開
設
準
備
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

日
本
と
米
国
と
の
放
射
線
治
療
に
関
す
る
取

り
組
み
の
違
い
を
、
小
野
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

話
す
。

「
ア
メ
リ
カ
で
感
じ
た
こ
と
は
、
放
射
線
治
療

医
や
医
学
物
理
士
、
線
量
計
算
士
、
放
射
線
治

新　医　療　2009年12月号 （12）

I
n

t
e

r
v

i
e

w

●
高
精
度
が
ん
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー

医
学
物
理
士

小
野
薫
氏
に
聞
く小野薫（おの・かおる）氏

1971年広島県生まれ。93年徳島大
学医療技術短期大学部卒後、JA広
島総合病院勤務。広島大学大学院
医歯薬学総合研究科博士課程在学
中。08年4月より現在に至る

療
技
師
な
ど
、
多
種
多
様
な
職
種
の
ス
タ
ッ
フ

が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
放
射
線
治
療
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
分
業
制
が
確
立

し
て
い
る
点
で
す
。
医
療
制
度
が
異
な
る
日
本

に
そ
の
ま
ま
ア
メ
リ
カ
の
制
度
を
取
り
入
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
が
、
た
い
へ
ん
参

考
に
な
り
ま
し
た
ね
。

日
本
で
は
、
放
射
線
治
療
医
が
治
療
計
画
の

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
こ
れ

は
大
き
な
問
題
で
す
。
本
来
、
放
射
線
治
療
医

は
、
患
者
の
診
察
と
治
療
方
針
の
決
定
、
そ
し

て
治
療
効
果
の
評
価
な
ど
、
他
に
す
る
べ
き
業

務
が
多
数
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
向
き

合
っ
て
治
療
計
画
を
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
と
い

っ
た
業
務
は
、
医
師
の
仕
事
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
仕
事
で
あ
り
、
臨
床
か
ら
技

術
的
な
面
を
含
め
、
放
射
線
治
療
の
ト
ー
タ
ル

な
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
を
す
る
の
が
医
学
物
理
士

の
仕
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

「N
o
v
a
l
i
s
T
x

」

シ
ャ
ー
プ
な
線
量
分
布
に
よ
る

高
精
度
放
射
線
治
療
を

短
時
間
で
実
施

同
セ
ン
タ
ー
が
新
し
く
導
入
し
た
高
精
度
放

射
線
治
療
統
合
シ
ス
テ
ム
「N

ov
alis
T
x

」
に

つ
い
て
、
小
野
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「N
ovalis

T
x

は
、
定
位
放
射
線
治
療
、
強
度

変
調
放
射
線
治
療(

Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ)

、
画
像
誘
導
下
放

射
線
治
療(

Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ｔ)

と
い
っ
た
、
い
ず
れ
の
高

精
度
放
射
線
治
療
に
も
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
現
在
、
放
射
線
治
療
に
お
い
て
可
能
な
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カウンタータイプの操作室。治療の様子は患者の
関係者にも見られるよう、オープンな環境を提供

新
薬
剤
に
よ
る

Ｐ
Ｅ
Ｔ
分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
を

放
射
線
治
療
に
応
用

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
今
後
高
精
度
が
ん
放

射
線
治
療
を
行
う
に
あ
た
り
、
Ｆ
Ｄ
Ｇ
以
外
の

新
し
い
薬
剤
を
用
い
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
分
子
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
を
活
用
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ピ
ー
タ
ー
マ
ッ
カ
ラ
ム

が
ん
研
究
所
に
留
学
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
分
子
イ
メ
ー

ジ
ン
グ
を
学
ん
だ
北
村
氏
は
、
行
う
分
子
イ
メ

広
島
平
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ

に
よ
る
が
ん
検
診
を
中
心
と
し
た
検
診
事
業
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
医
療
施
設
で
あ
る
。
同
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
が
ん
ド
ッ
ク
先
端
医
療
健
診
セ
ン
タ

ー
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
２
台
を
は
じ
め
、
Ｍ
Ｄ

Ｃ
Ｔ
、
１
・
５
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
画
像
診
断

装
置
を
揃
え
、
オ
ー
プ
ン
以
来
１
万
７
０
０
０

件
以
上
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
を
実
施
し
て
き

た
。
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
技
師
長
の
北
村
茂
三
氏
は
、

検
査
業
務
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
診
療
放
射
線
技
師
は
私
を
含
め
12
名
が
在
籍

し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
は
１
日
20
件
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
１
日
10
件
程
度
検
査
を
行
っ
て
お
り
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
検
査
が
業
務
の
中
心
で

す
。
保
険
診
療
と
検
診
の
比
率
は
７
対
３
以
上

で
保
険
診
療
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

が
ん
患
者
の
増
加
と
同
時
に
、
が
ん
の
遠
隔
転

移
を
調
べ
る
の
に
有
用
な
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査

が
、
が
ん
診
療
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

が
周
辺
医
療
機
関
に
認
知
さ
れ
て
き
た
か
ら
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

同
シ
ス
テ
ム
は
、
Ｘ
線
画
像
と
赤
外
線
マ
ー

カ
ー
位
置
照
合
装
置E

x
acT
rac
X
-R
ay

に
加

え
、C

orn-B
eam

C
T

に
よ
る
三
次
元
位
置
照
合

装
置
Ｏ
Ｂ
Ｉ
（O

n
B
oard

Im
aging

）
を
搭
載

し
て
、
従
来
型
の
放
射
線
治
療
と
比
べ
て
治
療

精
度
が
飛
躍
的
に
向
上
。
６
軸
制
御
の
全
自
動

ロ
ボ
ッ
ト
寝
台
に
よ
り
、
正
確
な
ポ
ジ
シ
ョ
ニ

ン
グ
と
短
時
間
で
の
治
療
が
可
能
で
あ
り
、
ス

ル
ー
プ
ッ
ト
も
優
れ
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
高
精
度
放
射
線
治
療
は
時
間
が
か

か
る
も
の
と
思
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
放
射
線

治
療
は
、
時
間
を
か
け
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
間
が
か
か
れ
ば
、
患
者

さ
ん
は
ど
う
し
て
も
動
い
て
し
ま
い
、
治
療
精

度
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
も
実
際
の
治
療
も
短
時
間
で

で
き
る
の
で
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
運
用
す

る
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
、
苦
痛
な
く
高
精
度

な
放
射
線
治
療
が
で
き
る
優
れ
た
装
置
で
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
」

今
後
の
同
セ
ン
タ
ー
で
の
放
射
線
治
療
に
つ

い
て
、
小
野
氏
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
我
々
の
施
設
で
は
、
来
年
よ
り
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ

Ｔ
の
画
像
を
治
療
計
画
に
取
り
込
ん
だ
放
射
線

治
療
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

世
界
で
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
と
放
射
線
治
療
の
組
み

合
わ
せ
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。
リ
ン

パ
節
転
移
な
ど
は
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
み
で
診
断

す
る
よ
り
も
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
を
併
用
す
る
こ
と

で
飛
躍
的
に
診
断
機
能
が
向
上
し
ま
す
。
ま
だ
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今

後
、
よ
り
高
精
度
な
放
射
線
治
療
実
現
の
た
め

に
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

（13） 新　医　療　2009年12月号

「N
ov
alis

T
x

」
に
よ
る
頭
部
定
位
放
射
線
治
療

（
写
真
上
段
）
とR

apidA
rc

に
よ
るIM

R
T

の
治
療

計
画
画
面
。（
写
真
下
段
）
従
来
の
放
射
線
治
療

装
置
に
比
べ
、
格
段
に
高
い
精
度
で
の
放
射
線
照

射
が
可
能

I
n

t
e

r
v

i
e

w

●
広
島
平
和
ク
リ
ニ
ッ
ク

技
師
長

北
村
茂
三
氏
に
聞
く北村茂三（きたむら・しげみ）氏

1964年山口県生まれ。87年川崎医
療短期大学診療放射線技術学科
卒、08年広島国際大学大学院卒。
医学工学博士。09年9月より現在に
至る

高 精 度 放 射 線 治 療 統 合 シ ス テ ム

「Novalis Tx」の 治 療 計 画 画 面
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ー
ジ
ン
グ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
廣
川
院
長
が
新
し
い
放
射
線
治
療
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
新
し
い
薬
剤
を
用
い
た
Ｐ
Ｅ

Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
を
実
施
し
よ
う
と
考
え
、
私
が

最
新
の
技
術
を
学
び
に
行
き
ま
し
た
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
と
い
え
ば
、
Ｆ
Ｄ
Ｇ
が

代
名
詞
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｆ
Ｄ
Ｇ

で
は
糖
代
謝
の
高
い
正
常
組
織
、
例
え
ば
脳
腫

瘍
の
診
断
の
際
で
も
正
常
組
織
に
も
集
積
し
て

し
ま
う
の
で
診
断
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
前
立

腺
が
ん
で
も
、
同
じ
く
膀
胱
に
Ｆ
Ｄ
Ｇ
が
集
積

し
て
し
ま
い
、
診
断
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
正
常
組
織
へ
の
集
積
度
を
抑
え
る
新
し

い
薬
剤
を
用
い
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
を
行

う
こ
と
で
、
よ
り
精
度
の
高
い
放
射
線
治
療
に

役
立
て
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」

Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
新
し
い
分
子
イ
メ
ー

ジ
ン
グ
を
放
射
線
治
療
に
応
用
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
北
村
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
と
新
し
い
薬
剤
に
よ
っ
て
、

従
来
の
Ｆ
Ｄ
Ｇ
で
は
判
別
が
難
し
か
っ
た
、
が

ん
組
織
の
広
が
り
に
つ
い
て
の
診
断
精
度
が
よ

り
高
ま
る
で
し
ょ
う
。
今
後
は
、
よ
り
高
分
解

能
に
よ
る
精
度
の
高
い
画
像
を
描
出
し
、
が
ん

組
織
の
性
状
を
正
確
に
把
握
し
、
放
射
線
治
療

に
有
効
に
使
え
る
レ
ベ
ル
の
画
像
を
撮
影
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
を
用
い
た
放
射
線
治
療

は
少
な
く
と
も
民
間
ベ
ー
ス
で
は
日
本
初
で
す
。

患
者
さ
ん
に
は
、
新
し
い
薬
剤
を
使
い
ま
す
し
、

高
額
な
治
療
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
の
で
、

そ
れ
を
肝
に
銘
じ
て
質
の
高
い
医
療
を
提
供
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。」

新　医　療　2009年12月号 （14）

――日本のがん診療における放射線治療

の位置づけについてお聞かせください。

がん治療における放射線治療の役割は、

昔に比べ、大いに認められつつあります。

かつての放射線治療は緩和医療が中心で、

進行期のがん患者に緩和的に治療を施して

いたのが実態でした。しかし最近は、放

射線治療がいわゆる手術や抗がん剤治療と

並んで根治治療の有力な手段であること

が、外科医、内科医、開業医、患者を問わ

ず、広く理解されるようになってきました。

ただ、広島というお土地柄のせいか、

先日私の外来で高齢の患者さんが「放射

線治療を受けると被爆者になるんです

か？」と質問された事には驚きました。

――ここ最近のIMRTやIGRTの普及など、

放射線治療が急速に進化してきたのはな

ぜでしょうか。

放射線治療は、ある日突然進歩したわ

けではありません。故高橋信次先生の原

体照射をはじめとして、我が国の先人達

が放射線治療の高精度化に向けて地道な

努力を続けてこられたことと、CTシミュ

レータ、マルチリーフコリメータ、三次元

治療計画装置、画像誘導放射線治療装置な

どの機械技術の進歩と成熟が、放射線治

療の大きな花を咲かせたということです。

広島県内で、高精度放射線治療センター

の構築と積極的な人事交流を進めたい

――「Novalis Tx」については、どのよう

な感想をお持ちですか。

IGRTシステムやIMRTシステムを搭載

し、より高い精度での放射線治療を可能

としている点について、期待しています。

――広島平和クリニックのアドバイザーと

いうお立場ですが、周辺病院との連携に

ついてはどのようにお考えですか。

広島県の放射線治療の最も大きな問題

は、大学病院に2台治療装置がある以外は、

すべての病院が各1台しか放射線治療装置

をもっていないことです。そのため最も

重要な事は、どこか1か所に高精度放射線

治療センターを作り、集中化をはかること

です。しかしこれにはまだ時間がかかり

ますので、当面は広島県全体のことを考

え、各病院が共存共栄していくための機

能分担を考えていきたいと思っています。

そのための方策としては、少ない人材

をいかに活用するかがカギとなるでしょ

う。日本では、放射線治療装置の台数は多

いのですが、医師やスタッフの数は相対

的に少なく、若い放射線治療医の育成が

私の最も重要な責務と考えています。た

だ広島大学でも前立腺がんのIMRTは約半

年待ちというのが現状です。広島平和ク

リニックでは、設備とスタッフを効率的に

運用して、広島県内において重要な役割を

果たしてもらえるものと期待しています。

今の形態画像診断は限界、

新しいPET分子イメージングに期待

――今後、放射線治療装置はどのように発

展していくとお考えですか。

放射線治療装置の技術はかなり進歩し

ており、IMRTやIGRT、同期照射、追尾照

射といった、がん組織にピンポイントで、ま

た正常リスク臓器の線量を減らして、照射

する技術はかなり成熟しつつあります。

大きなブレイクスルーがあるとしたら、

粒子線治療技術かもしれません。まだ装置

が大規模で、建設費などが高額である点が

ネックですが、小型化が進み、コスト面の問

題を解決できれば、特に陽子線装置などは

急速に普及してくるのではないでしょうか。

また、現在のCTやMRI、超音波による

形態画像診断は限界に達しつつあります。

これらの画像診断装置では、形態的にがん

があるかないかはよくわかるのですが、が

ん組織がどの程度まで広がっているのか、

またそのがん組織に放射線治療がどの程

度効果があるのかの判断ができません。

現在はバイオマーカーや分子標的治療

などの進歩が著しいですが、こうしたが

んに対する生物学の進歩によって、がん

の進展診断や有効性の判断技術が進歩す

れば、より精度の高い放射線治療を実現

できるのではないでしょうか。

広島平和クリニックでは、FDG以外の

新しい薬剤を用いたPET／CT検査に取り

組むと聞いています。従来のFDG-PET画

像を超える、新しい画像診断技術に期待

しています。

I n t e r v i e w
●広島大学大学院医歯学総合研究科放射線腫瘍学教授

永田靖氏に聞く

多様化するがん患者のニーズに応える
「がん専門クリニック」に期待しています

永田　靖（ながた・やすし）氏
1958年京都府生まれ。82年京都大学卒。00年京
都大助教授、08年広島大学病院放射線治療部
教授を経て、09年より現職
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